




 

 手指の ADL はある程度残存するが、躯幹支持筋力の低下や、強度の側弯のた

め坐位姿勢保持困難となり、床上生活をせざるを得なくなった患者に対し、電

動車椅子上の躯幹支持装置の工夫を試みた。 

 支持装置として、両側の躯幹保持板および頭部支持装置を用い、坐席面には

殿部保護のためフローテーションパッドを敷き、前傾防止としては胸部に抑制

バンドを用いて固定し、前後左右のバランスの崩れを防いだ。なお、側弯凸側

保持板には運転用ハンドルを握る空間を作り、対側保持板には肘乗せ台を作っ

た。(図参照) 


